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訂に至る我が国の教育行政の移り変わりを，時代的には side by side で，
しかし，内容では常に一歩先んじた形で時世を捉え，警鐘を鳴らしている。
これが，⽛言論動機⽜に他なるまい。
この，ややもすれば激しいコマーシャリズムの流れに流されてしまいか
ねない時代にあって，それに抗う度量を持った指導者を失うことは，本学
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にとって慙愧に堪えない。定年なる取り決めを恨むしかない。だが，定年
がすべてを消し去るわけでもない。長年に渡って示された⽛新聞記者の矜
持⽜は静かに，けれど脈々と受け継がれているに違いない。
危なっかしい身の上を恥じながらも，拙文を以て，今後ますます日本の
ジャーナリズムの発展に貢献される，また，して頂かねばならぬ先生への
はなむけの言葉としたい。
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